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平面ベクトル 平成 年 月 日

1 三角形OABがあり，|
−→
OA| = 2，|

−→
OB| = 3，cos ∠AOB =

1
6
である。

（1）内積
−→
OA ·

−→
OBの値を求めよ。

（2）辺 OAを 2 : 1に内分する点を C，辺 OBを 1 : 2

に内分する点を Dとする。直線 ADと直線 BCの

交点を Pとするとき，
−→
OPを

−→
OA，

−→
OBで表せ。

（3）|−→OP|を求めよ。また，cos ∠AOPの値を求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

2 一辺の長さが 1 の正六角形 ABCDEF がある。辺 BC

の中点をM，辺 AFを 2 : 1に内分する点を Nとする。

また，直線 AM上に
−→
AP = t

−−→
AM (tは 0でない実数)と

なる点 Pをとり，
−→
AB = ~a，

−→
AF = ~bとおく。

（1）内積 ~a · ~b の値を求めよ。また，
−→
BC を ~a，~b を用いて

表せ。

（2）
−→
APを t，~a，~bを用いて表せ。また，点 Pが直線 AMと

BNの交点となるような tの値を求めよ。

（3）AP⊥FPとなるような tの値を求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

3 一辺の長さが 6の正三角形 OABがあり，辺 OAを 2 :

1に内分する点を C，辺OBを 1 : 2に内分する点をD，

辺 ABを 5 : 4に内分する点を Eとし，線分 BCの中点

を Fとする。また，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとおく。

（1）
−→
OEを ~a，~bで表せ。また，内積 ~a ·~bを求めよ。

（2）3点 D, E, Fが一直線上にあることを示し，DE : DFを

求めよ。

（3）点 Aから直線 DEに垂線をひき，その交点を Hとする。
−→
OHを ~a，~bで表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

4 △OABがあり，OA= 4，OB= 5，cos ∠AOB =
1
8
で

ある。また，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）内積 ~a ·~b を求めよ。また，辺 AB を t : (1 − t) (0 <

t < 1)の比に内分する点を Pとするとき，
−→
OPを t，~a，

~bを用いて表せ。

（2）(1)の点 PがOP⊥ABを満たすとき，tの値を求め，
−→
OP

を ~a，~bを用いて表せ。

（3）頂点 O から辺 AB に引いた垂線と，∠A の二等分線と

の交点を Cとする。このとき，
−→
OCを ~a，~bを用いて表

せ。また，線分 OCの長さを求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

5 OA= 4，OB= 3 の△ OAB がある。辺 AB を 2 : 1

に内分する点を C，線分 OC を 3 : 1 に内分する点を

D とし，点 E を
−→
BE = t

−→
BD となるようにとる。また，

−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）
−→
OCを ~a，~bを用いて表せ。

（2）
−→
BE，

−→
OEをそれぞれ t，~a，~bを用いて表せ。

（3）OC= 2
√

2 のとき，内積 ~a ·~b を求めよ。さらにこのと
き，∠OEB = 90◦ となるような tの値を求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

6 三角形OABがあり，辺OAを 1 : 2に内分する点を C，

辺 ABを 1 : 2に内分する点を D，線分 ODと BCの交

点を Eとする。また，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）
−→
OCを~aを用いて表せ。また，

−→
ODを~a，~bを用いて表せ。

（2）
−→
OEを ~a，~bを用いて表せ。

（3）OA= 3，OB= 2，AB= 4のとき，内積 ~a ·~bの値を求め
よ。さらに，点 E から直線 OA に垂線を引き，交点を

Pとするとき，
OP
AP

の値を求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

7 平面上に三角形OABがあり，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとおく

とき，|~a| =
√

3，|~b| = 2，~a ·~b = −1である。また，辺

ABを 2 : 1の比に内分する点をC，辺ABを t : (1−t)

(0 < t < 1)の比に内分する点を Dとする。

（1）
−→
OCを ~a，~bを用いて表せ。

（2）OD⊥ABとなるとき，tの値を求めよ。

（3）(2)のとき，点 Aを通り OCに平行な直線を l，点 Bを

通りODに平行な直線をmとし，さらに２直線 l，mの

交点を Eとするとき，
−→
OEを ~a，~bを用いて表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

8 三角形OABがあり，OA= 3，OB= 2
√

2，∠AOB = 45◦

である。辺 OAを 1 : 2に内分する点を C，線分 BCの

中点をMとする。また，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）
−−→
OMを ~a，~bで表せ。また，内積 ~a ·~bを求めよ。

（2）直線 OM と辺 AB の交点を D とする。
−→
OD を ~a，~b で

表せ。

（3）(2)の点 Dから辺 OAに垂線を引き，交点を Hとする。
−→
DHを ~a，~bで表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

9 三角形OABがあり，OA= 4，OB= 2，cos ∠AOB =
1
4

である。線分 AB を 3 : 1 に内分する点を C とし，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）
−→
OCを ~a，~bを用いて表せ。また，内積 ~a ·~bを求めよ。

（2）
−→
OCの大きさを求めよ。

（3）直線 OC上に点 Pをとり，
−→
OP = t

−→
OC (tは実数)とす

る。∠APB = 90◦ となるときの tの値を求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

10 平行四辺形OACBがあり，辺ACを 1 : 2に内分する点

を D，辺 BCを t : (1− t) (0 < t < 1)に内分する点を

Eとする。また，線分OEと BDの交点を P，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）
−→
ODを ~a，~bで表せ。また，

−→
OEを t，~a，~bで表せ。

（2）t =
1
2
のとき，

−→
OPを ~a，~bで表せ。

（3）OA= 2，OB= 1，∠AOB = 120◦ のとき，OE⊥BDと

なるような tの値を求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

11 三角形 OAB があり，OA= 9，OB= 3，cos ∠AOB =

− 1
3
である。辺 OB を 2 : 1 に内分する点を C，線

分 AC を 3 : 1 に内分する点を D とする。ただし，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）内積 ~a ·~bの値を求めよ。
（2）

−→
ODを ~a，~bを用いて表せ。また，直線 ODと辺 ABと

の交点を Pとするとき，
−→
OPを ~a，~bを用いて表せ。

（3）辺 ABを直径とする半円を辺 ABに関して頂点 Oと反

対側に作る。直線 ODと半円との交点を Qとするとき，
−→
OQを ~a，~bで表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

12 三角形 ABCがあり，AB= 4，AC= 2，∠BAC = 120◦

である。また，Aから辺 BCに垂線をひき，その垂線と

辺 BCとの交点を Dとする。
−→
AB = ~b，

−→
AC = ~cとする。

（1）内積~b ·~cの値を求めよ。
（2）BD : DC= t : (1 − t)とおいたとき，tの値を求めよ。

（3）Bを通り辺 ACに平行な直線をひき，直線 ADとの交点

を Eとする。
−→
AEを~b，~cを用いて表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

13 OA= 4，OB=
√

3，cos ∠AOB =
√

3
3
の△OABがあ

る。△ OABの辺 OAの中点を M，線分 BMの中点を

N，また，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）
−→
ONを ~a，~bを用いて表せ。

（2）内積 ~a ·~bを求めよ。また，|
−→
ON|を求めよ。

（3）直線 ONに点 Aから垂線 AHを下ろすとき，線分の長

さの比 ON : NHを最も簡単な整数の比で表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

14 三角形 OABがあり，OA= 4，OB= 5，∠AOB = 60◦

である。辺 OAを 4 : 1に内分する点を C，辺 ABを 3

: 2に内分する点を Dとし，２直線 CD，OBの交点を

Eとする。また，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）
−→
ODを ~a，~bを用いて表せ。また， 内積 ~a ·~bを求めよ。

（2）
−→
OE = k

−→
OBとおくとき，k の値を求めよ。

（3）点 Oから直線 AEに引いた垂線と直線 AEとの交点を

Hとする。このとき，
−→
OHを ~a，~bを用いて表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

15 △ OABがあり，辺 OAを 2 : 1に内分する点を C，辺

OB を 2 : 3 に内分する点を D とし，線分 CD の中点

を M，直線 OMと辺 ABとの交点を Nとする。また，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）
−−→
OMを ~a，~bを用いて表せ。

（2）
−→
ON = k

−−→
OM (k は実数) とおくとき，k の値を求めよ。

また，線分 AN : NBを最も簡単な整数の比で表せ。

（3）OB= 5，AB= 7，OB⊥CDのとき，内積 ~a ·~bを求めよ。
また，辺 OAの長さを求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

16 △ OAB において，∠AOB = 90◦ であり，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとするとき，|~a| = 1，|~b| = 2である。また，辺

OAを 2 : 1に内分する点を C，線分 BCを 3 : 1に内

分する点を Dとする。

（1）内積 ~a ·~bを求めよ。また，|~b − ~a|を求めよ。
（2）直線 ODと辺 ABとの交点を Eとする。

−→
OEを ~a，~bを

用いて表せ。

（3）△ OAB の外接円と直線 OD の交点のうち，点 O と異

なる点を Fとするとき，
−→
OFを ~a，~bを用いて表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

17 △ OAB において，辺 OA を 3 : 1 に内分する点を C，

辺 ABの中点をMとする。また，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bと

する。

（1）
−→
OC を ~a を用いて表せ。また，

−−→
CM を ~a，~b を用いて

表せ。

（2）直線 CM と直線 OB の交点を D とする。
−→
OD = k~b と

おくとき，実数 k の値を求めよ。　

（3）OA= 3，OB= 5，線分 CMの中点を Nとする。(2)の

点 D に対して，ON⊥CD が成り立つとき，cos ∠AOB

の値を求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

18 平面上に三角形OABがあり，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとおく

とき，|~a| = 2，|~b| = 1，~a ·~b =
1
2
である。辺 ABの３

等分点のうち，Aに近い方を C，Bに近い方を Dとし，

２点 P，Qを
−→
OP = x

−→
OC，

−→
OQ = y

−→
OD (x > 0, y > 0)

によって定める。

（1）
−→
OP，

−→
OQを ~a，~b，x，y でそれぞれ表せ。

（2）三角形 OPQ の重心 G が辺 AB 上にあるとき，y を x

で表せ。

（3）(2) のとき，線分 PQ の長さを最小にする x，y の値を

求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

19 三角形OABにおいて，OA= 2，OB=
√

3，cos ∠AOB =
1√
3
とする。直線 AB上に点 Cを OC⊥ABとなるよ

うにとる。また，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）内積 ~a ·~bの値を求めよ。
（2）

−→
AC = t

−→
ABとするとき，定数 tの値を求めよ。

（3）辺 OBを 2 : 1に内分する点を D，辺 ABを 2 : 1に外

分する点を E とする。線分 OC と直線 DE との交点を

Fとする。
−→
OFを ~a，~bで表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

20 平行四辺形OABCにおいて，OA= 6，OC= 5，∠AOC =

60◦ である。辺 AB，OA上にそれぞれ点 P，Qを AP=

x，OQ= x + 1 となるようにとる。また，
−→
OA = ~a，

−→
OC = ~cとする。

（1）
−→
OP，

−→
CQを ~a，~c，xで表せ。

（2）OP⊥CQのとき，xの値を求めよ。

（3）(2)のとき，線分 PQと対角線 ACの交点を Rとする。
−→
ORを ~a，~cで表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

21 三角形 OABがあり，OA= 3，OB= 4，∠AOB = 60◦

とする。また，辺 OB の中点を M とし，辺 AB 上に

点 C を CM⊥OB となるようにとる。なお，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとする。

（1）内積 ~a ·~bの値を求めよ。
（2）線分の長さの比 AC : CBを最も簡単な整数比で表せ。

（3）∠AOB の二等分線と辺 AB，線分 CM との交点をそれ

ぞれ D，E とする。このとき，三角形 CDE と三角形

OEMの面積の比を最も簡単な整数の比で表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

22 OA=
√

7，OB= 2の三角形OABがある。辺OAを 2 :

3に内分する点を C，線分 BCを t : (1− t) (0 < t < 1)

に内分する点を P とする。また，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~b，

~a ·~b = 1とする。

（1）
−→
OPを ~a，~b，tで表せ。

（2）
−→
OPと

−→
ABが垂直のとき、tの値を求めよ。

（3）(2)のとき，直線 OPと辺 ABの交点を Qとする。
−→
OQ

を ~a，~bで表せ。また，三角形 BPQと三角形 OCPの面

積の比を最も簡単な整数比で表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

23 等脚台形 OBCA があり，OA= 1，OB= 3，BC= 1，

∠AOB = ∠OBC = 60◦ とする。辺 OBの中点をMと

し，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとおく。

（1）
−−→
AMを ~a，~bで表せ。また，内積 ~a ·~bを求めよ。

（2）Oから直線 AMに垂線を引き，AMとの交点を Hとす

る。
−→
OHを ~a，~bで表せ。

（3）(2)において，２直線OH，BCの交点をKとする。
−→
OK

を ~a，~bで表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

24 OA= 3，OB= 2の四角形 OACBがある。AB，OCは

この四角形の内部の点 D で交わり，AD : DB=5 : 2，

OD : DC=4 : 3 である。また，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~b と

する。

（1）
−→
ODを ~a，~bで表せ。また，

−→
OCを ~a，~bで表せ。

（2）∠ACB = 90◦ のとき，~a ·~bの値を求めよ。また，OCの

長さを求めよ。

（3）(2)のとき，三角形 OACの面積を求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

25 OA=3, OB=2, cos∠AOB=
1
4
である三角形OABが

あり、
−→
OA = ~a,

−→
OB = ~bとする。また、辺OBの中点を

Cとし、辺 OA上に点 Pをとり、
−→
OP = t~a (0 < t < 1)

とする。さらに、線分 CPを 1 : 7に内分する点を Qと

するとき。

（1）
−→
OQを t, ~a, ~b を用いて表せ。

（2）OQ⊥CPのとき、tの値を求めよ。

（3）(2)のとき、直線OQと辺 ABとの交点を Rとする。こ

のとき、
−→
ORを ~a, ~b を用いて表せ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

26 三角形 OABにおいて OA=OB, ∠AOB= 90◦ である。
−→
OC = t

−→
OA（ただし、0 < t < 1）を満たす点を C、辺

AB を 5 : 4 に内分する点を D とする。また、
−→
OA =

~a
−→
OB = ~bとする。

（1）
−→
OD を ~a, ~b を用いて表せ。また、

−→
CD を ~a, ~b, t を用

いて表せ。

（2）三角形 OABの重心を Gとする。点 Gが直線 CD上に

あるとき、tの値を求めよ。

（3）(2)のとき、線分 CDを直径とする円と辺 OBとの 2つ

の交点のうち、O に近い方を P とする。線分の長さの

比 OP ： PBを求めよ。



平面ベクトル 平成 年 月 日

27 三角形 OAB において OA=1, OB=2, ∠AOB=120◦

である。また、
−→
OA = ~a,

−→
OB = ~bとする。

（1）内積 ~a ·~bの値を求めよ。
（2）

−→
OP = s~a+ t~b (s, tは実数）と表わされる点 Pがある。
−→
OA⊥

−→
AP,

−→
OB⊥

−→
BPとなるとき、s, tの値を求めよ。

（3）(2) のとき、直線 OP と辺 AB との交点を Q とする。

線分 AP、BP 上にそれぞれ C、D を AC：CP=PD：

DB=AQ：QBとなるようにとる。線分 CDの長さを求

めよ。



空間ベクトル 平成 年 月 日

28 四面体 OABC において，OA= 3，OB=OC= 4，

∠AOB = ∠BOC = ∠COA = 60◦ とする。

辺 OB の中点を M，辺 OC の中点を N とし，三角形

AMN の重心を G とし，直線 OG と平面 ABC との交

点を Dとする。また，点 Dを通り，平面 OABに垂直

な直線と平面 OABの交点を Hとする。

ただし，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~b，

−→
OC = ~cとする。

（1）
−−→
OGを ~a，~b，~cで表せ。

（2）
−→
ODを ~a，~b，~cで表せ。

（3）
−→
OHを ~a，~b，~cで表せ。



空間ベクトル 平成 年 月 日

29 1辺の長さが 2のひし形 ABCDを底面とする四角すい

O-ABCD があり，OA=OB=OC=
√

5 である。また，

辺 OA，OCの中点をそれぞれ E，Fとし，3点 B，E，

Fを含む平面と辺 ODとの交点を Pとする。

ただし，
−→
OA = ~a，

−→
OB = ~b，

−→
OC = ~cとする。

（1）
−→
BC，

−→
ODをそれぞれ ~a，~b，~cを用いて表せ。

（2）
−→
OPを ~a，~b，~cで表せ。

（3）OP⊥BPのとき，OA⊥OCであることを示せ。



空間ベクトル 平成 年 月 日

30 1辺の長さが 1の立方体 OABC-DEFGがある。辺 DE

を 1 : 2の比に内分する点を P，辺 AB，BCを t : 1− t

(0 < t < 1)の比に内分する点をそれぞれQ，Rとする。

また，
−→
OA = ~a，

−→
OC = ~c，

−→
OD = ~dとする。

（1）
−→
PQ，

−→
PR をそれぞれ ~a，~c，~d，t を用いて表せ。また，

PQ=PRのとき，tの値を求めよ。

（2）(1)のとき，3点 P，Q，Rを通る平面と辺 AEとの交点

を Tとする、線分 ATの長さを求めよ。



空間ベクトル 平成 年 月 日

31 １辺の長さが１の正四面体 OABC において，
−→
OA =

~a,
−→
OB = ~b,

−→
OC = ~cとする。2

−→
OA =

−→
ODを満たす点

Dをとり，三角形 ABDの重心を E，三角形 OBCの重

心を Fとする。

（1）
−→
OE,

−→
OFを ~a,~b,~cで表せ。

（2）線分 EF と平面 ABC との交点を P とする。
−→
OP を

~a,~b,~cで表せ。

（3）(2)の Pに対して，直線 OPと平面 BCDとの交点を Q

とする。線分 OQの長さを求めよ。



空間ベクトル 平成 年 月 日

32 四面体 OABCがある。三角形 OABは１辺の長さが２

の正三角形であり，OC=
√

2, ∠BOC = ∠AOC = 90◦

である。辺 OA の中点を M，辺 BC を 2:1 に内分する

点を Nとし，線分MNを 1:3に内分する点を Pとする。

また，
−→
OA = ~a,

−→
OB = ~b,

−→
OC = ~cとする。

（1）
−→
OPを ~a,~b,~cで表せ。

（2）辺 OC上に点 Qをとり，PQ⊥OCとなるとき，
−→
OQを

~cで表せ。

（3）(2)の Qから平面 ABCに引いた垂線と平面との交点を

Hとするとき，
−→
QHを ~a,~b,~cで表せ。



空間ベクトル 平成 年 月 日

33 １辺の長さが
√

2の正三角形 ABCを底面とする四面体

OABC があり，OA=OB=OC=1である。辺 AB の中

点を Dとする。また，
−→
OA = ~a,

−→
OB = ~b,

−→
OC = ~cと

し，点 Pを
−→
OP = ~c − ~a で定める。

（1）
−→
PDを ~a,~b,~cで表せ。

（2）直線 PD と平面 OBC との交点を E とする。
−→
OE を

~a,~b,~cで表せ。

（3）O から直線 PD に下ろした垂線を OF とする。
−→
OF を

~a,~b,~cで表せ。



空間ベクトル 平成 年 月 日

34 １辺の長さが１の立方体 ABCD-EFGH があり，線

分 CF を 1:2 に内分する点を I とする。また，
−→
AB =

~b,
−→
AD = ~d,

−→
AE = ~eとする。

（1）
−→
AIを~b,~d,~eで表せ。

（2）線分 AIの長さを求めよ。

（3）この立方体が内接する球を K とする。直線 AI と球 K

との A以外の交点を Pとする。
−→
APを~b,~d,~eで表せ。



空間ベクトル 平成 年 月 日

35 OA= 2,OB=OC=5,
−→
OB ·

−→
OC = 7,

−→
OA ·

−→
OB =

−→
OC ·

−→
OA = 0 である四面体 OABCと点 Pがある。点 Pは

k
−→
PO + 2

−→
PA +

−→
PB +

−→
PC =

−→
0 (k は正の定数)

を満たしている。また、直線 OPと平面 ABCとの交点

を Qとし、
−→
OA = ~a,

−→
OB = ~b,

−→
OC = ~cとする。

（1）
−→
OPを k,~a,~b,~cを用いて表せ。

（2）Pが線分 OQの中点であるとき、kの値を定め、
−→
OQを

~a,~b,~cを用いて表せ。

（3）(2)のとき、辺 OB上に点 Rを ∠AQR = 90◦ となるよ

うにとる。線分 ORの長さを求めよ。


